
主要事業評価シート（第２次実施計画／Ｒ１・２・３年度）

H ～ R

事業費

総人件費

受益者負担率 0.0% 0.0% 0.0%

③
　
事
業
の
計
画
・
実
績

令和元年度 令和２年度 令和３年度

年
度
計
画

○総合住民情報システムの運用
　・機器及びシステムの管理
　・制度改正に伴うシステム改修

○総合保健福祉システムの運用
　・機器及びシステムの管理（延長契約）
　・機器及びシステムの更新検討
　・制度改正に伴うシステム改修

○総合住民情報システムの運用
　・機器及びシステムの管理
　・制度改正に伴うシステム改修

○総合保健福祉システムの運用
　・機器及びシステムの管理
　・機器及びシステムの更新、稼働
　・制度改正に伴うシステム改修

○総合住民情報システムの運用
　・機器及びシステムの管理
　・制度改正に伴うシステム改修

○総合保健福祉システムの運用
　・機器及びシステムの管理
　・制度改正に伴うシステム改修

会計年度任用職員等 0千円 0千円 0千円
総コスト（①＋②） 116,212千円 0千円 0千円

7,849千円 0千円 0千円人
件
費

県支出金

所要人員 1.00

一般財源 90,156千円 0千円 0千円
② 7,849千円 0千円 0千円

一般職員

一般財源 90,793千円 0千円 0千円

決
算
額

① 108,363千円
国庫支出金

地方債
その他 15,816千円

2,391千円

一般財源 91,300千円 90,500千円 97,500千円

予
算
額

事業費 109,000千円
国庫支出金

地方債
その他 15,816千円

2,391千円
県支出金

事
業
費

計
画
額

事業費 109,100千円 109,500千円 114,100千円
国庫支出金 2,300千円

年
度
実
績

○総合住民情報システムの運用
　・機器及びシステムの管理
　・制度改正に伴うシステム改修

○総合保健福祉システムの運用
　・機器及びシステムの管理（延長契約）
　・機器及びシステムの更新検討
　・制度改正に伴うシステム改修

地方債

その他 15,500千円 15,500千円 15,500千円

3,500千円 1,100千円
県支出金

②
目
的
・
概
要

対象 市民

目
的

住民情報系システムは、税・住民記録・国保等を取り扱う総合住民情報システムと福祉関係を取り扱う総合保健福祉
システムから成り立っており、これらのシステムを安定稼働させることにより、住民サービスの維持及び充実を図る。

概
要

総合保健福祉システムを更新し、その後の機器及びシステムの維持管理を行う。また、総合住民情報システムの機
器及びシステムの維持管理を行う。更に、改元等の制度改正に伴うシステム改修を行う。

事業予定期間 22 - 年度 主な根拠法令要綱等

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 総合政策部

17102 行政情報システム事業（住民情報系） 課名 総務課 情報統計Ｇ

施
策
体
系

01:行政情報の適切な管理 項 01:総務管理費

戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ - 目 14:行政情報化推進費

施 策 の 大 綱 06:行政経営 財
務
科
目

会計 01:一般会計

基 本 施 策 02:財産・情報の適正な管理・活用 款 02:総務費

施 策 の 方 向



　

（参考：前期基本計画期間（H29-R3）における評価履歴） ■令和元年度予算額（事業費）の内訳
予算額（事業費） 109,000 千円

成果 B B B

内
訳

平成30年度からの繰越額

判
定

活動 B B B

【１次評価者】 　総合政策部　総務課　情報統計グループリーダー　宮崎 知己

【最終評価者】 　総合政策部　総務課長　原田 和伸

H29 H30 R1 R2 R3
千円

令和元年度の最終予算額 109,000 千円
令和2年度への繰越額 千円

⑦
今
後
の
対
応
方
針

課
題

【課題は何か】

今
後
の
方
向
性

令和2年度に保守期限が到来する総合保健福祉システムについて、亀山市ＩＣＴ利活用
計画実施計画に基づき、適切にシステム及び機器の更新を行い、引き続き、住民サー
ビスの維持及び充実を図る必要がある。また、システム障害の再発防止に向けて万全
を期していく必要がある。

対
応

【課題に対し、どのように対応するか】

⑥
事
業
の
評
価

評価

総合保健福祉システムの更新に当たっては、クラウド化による運用を実施するととも
に、プロポーザル方式により最適なシステムを採用することとする。また、総合住民情報
システムについては、システム障害の再発防止に向けて、保守委託業者に対しシステ
ム管理を徹底させる。 【その他の場合、その内容を記載】

効
果

【対応することで、どのような効果が期待できるか】
総合保健福祉システムのクラウド化による運用を実施するなど、最適なシステムを採用
するするととともに、システム管理の徹底により、住民サービスの維持及び充実を図る
ことができる。

対応時期 令和2年度

Ｂ
改元や制度改正に伴うシステム対応について、委託業者との調整を綿密かつ円滑に行った上で実施したこと
により、障害なく対応することができた。また、住民情報系システムのうち、総合住民情報システムについて、
委託業者のデータセンターにおける全国的なシステム障害により、一時的に転入・転出等を伴う一部の手続き
業務ができない状況が発生したが、速やかにリカバリーサーバーによる運用を開始したことにより、影響を最
小限に留めることができた。

まずまず成果を得た

（判定）

活
動

【計画どおりに実施できたか】

Ｂ
改元や制度改正に伴うシステム対応について、委託業者との調整を綿密かつ円滑に行った上で実施した。ま
た、システムの安定稼働に向け、住民情報系システム及び機器の保守を実施した。なお、住民情報系システ
ムのうち、総合住民情報システムについては、サーバー類を設置するデータセンターにおい24時間365日の有
人監視を行うとともに、市庁舎における定期点検などの保守を実施した。

まずまず実施できた

成
果

【成果は順調に上がったか】

⑤
事
業
の
改
善

前
回
評
価

【前回評価の対応方針の概要を記入】
改元に伴う住民情報系システムの対応を適切に実施することにより、新元号への円滑な移行を行い、行政事務に混乱を来すことが
ないようにする。また、令和2年度に保守期限が到来する総合保健福祉システムについて、亀山市ICT利活用計画に基づきクラウド
化を優先して検討するなど、次期システムの在り方を検討する。

改
善
行
動

【前回評価の対応方針を踏まえ、どのような措置を講じたか】
改元に伴うシステム対応について、時期を逸することのないよう情報収集に努め、事務の混乱やシステム障害が生じないように委
託業者との調整を綿密に行い、適切なシステム対応を行った。また、総合保健福祉システムについて、クラウド化による運用を検討
するなど、諸課題を整理した上で次期システムに期待される役割や効果の要件を定義した。

③ 実績値
単位

名称 計画値

②

名称 システム障害件数
成
果

計画値 0 0 0
システム障害により、窓口業務に多大な支障をきたした件数
（ソフトウェアやハードウェアの不具合によるシステム停止等）

実績値 1
単位 件 件 件

単位

名称 総合保健福祉システムの更新
活
動

計画値 検討 更新・稼働

④
指
標

令和元年度 令和２年度 令和３年度

①
稼働

機器及びシステムの更新、稼働を行う 実績値 検討

拡大

現状維持

縮小

廃止

その他


